
 

 

 

 

 

 

ゼロカーボン行動 十勝宣言 

 

 

 ～千里の道も一歩から 

        一人ひとりが今できる行動を～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 12月 

 

 

「ゼロカーボン行動 十勝宣言」発起人一同 

 
 
※ このロゴデザインには、ここ十勝からゼロカーボン北海道の実現に向けた取組が芽生え、皆で大切に育てることで大きな木へ成長 

させようという願いが込められています。円形は地球を、緑は十勝の豊かな大地と自然を、青は広い空と海をイメージしています。 
 



 

ゼロカーボン行動 十勝宣言 

 

  

 近年、気候変動による豪雨や猛暑などの気象災害が世界中で頻発し、今後もその

危険性は更に高まることが懸念されています。地球温暖化は、未来世代にも大きな

影響を及ぼすことから、今を生きる私たちが着手すべき最も重要な課題です。 

 

 私たちの十勝は、温室効果ガスの吸収元となる森林資源が豊富なほか、全道一の

日照時間を活かした太陽光発電や家畜ふん尿などを利用したバイオマス発電が盛

んであり、さらには環境対策に積極的に取り組む多くの市町村や企業・団体が存在

し、「ゼロカーボン北海道」の実現に向けた取組を進めていく上で、既に高い潜在

能力を有し、全道のフロントランナーとなり得る地域です。 

 

 一方、脱炭素の取組主体は、個人や企業・団体、道、市町村、国など多種多様で

あり、それぞれの取組の温室効果ガス削減に対する貢献度も様々です。加えて、脱

炭素社会実現の鍵を握る電力構成等は、国のエネルギー政策と密接に関係するな

ど、個人や企業等の取組だけでは、到底、ゴールにたどり着くことはできませんが、

それでも私たちは今、自分たちにできることをやらなければなりません。 

 

 まずは、個人や事業所が日常活動を見つめ直し、一人ひとりができることから意

識して行動に移し、その取組の輪を広げることで地域全体の機運を醸成し、更なる

取組へとつなげていくことが重要です。そして、その取組の連鎖は、多様な主体に

よる取組と相まって、2050 年までに脱炭素社会の実現という大きな目標の達成につ

ながると確信しています。千里の道も一歩からです。 

  

 私たちは、ふるさと十勝の持続的発展を希求し、それぞれは小さな行動ではある

けれど、確実に脱炭素社会の実現に貢献できる、誰もが今すぐ取り組むことができ

る日常のゼロカーボン行動を着実に実践してまいります。 

 

 

 

                          令和３年１２月１４日 

 《 発起人 》 

十勝総合振興局、十勝教育局、帯広市、十勝町村会、帯広商工会議所、十勝 

管内商工会連合会、十勝観光連盟、十勝地区バス協会、十勝地区ハイヤー協会、

十勝地区農業協同組合長会、十勝地区森林組合振興会、東北海道木材協会、十勝

管内漁協組合長会、帯広建設業協会、十勝測量設計協会、十勝老人福祉施設協議

会、十勝小・中校長会、帯広市校長会、北海道高等学校長協会十勝支部、

北海道特別支援学校長会十勝支部、十勝管内ＰＴＡ連合会、帯広市ＰＴＡ連合会 

 

                                             

 

 

 



 

「誰もが、今すぐ取り組むことができる日常のゼロカーボン行動」 

～ 千里の道も一歩から ～  

 

 

一 省エネの取組を進めます 

 ・休み時間や使用しない場所の消灯など照明時間の短縮 

 ・パソコン等事務機器の省電力機能（電源オフ、スリープモード）の活用 

  ・冷暖房の設定温度や稼働時間の適切な管理 

  ・気候、室温に合わせた服装（ナチュラルビズスタイル）の励行  など 

 

 

一 省資源の取組を進めます 

 ・資料の電子化、共有化によるペーパーレス化 

 ・トイレ、給湯室などの節水による水使用量の削減 

 ・マイバッグ、マイボトル、マイ箸の使用などプラスチック製品の削減 

  ・食べきれる量の食事注文や食品保存の工夫による食品ロスの削減 

  ・ごみの適正分別による資源ごみの再生利用の徹底  など 

 

 

一 環境負荷を減らす行動を徹底します 

  ・徒歩、自転車、公共交通機関での移動によるマイカー利用の抑制 

 ・エコドライブ（急発進の抑制、定速走行、アイドリングストップ）の推進 

  ・テレワークやオンライン会議の活用などによる移動機会の低減  など 

 

   

一（施設・車輌等の更新の際）エネルギーの効率化を進めます 

 ・再生可能エネルギーの積極的な活用を検討 

 ・次世代自動車やエネルギー効率の高い建物への転換を検討  など 

 

 

一 環境保全活動に積極的に参画します 

  ・清掃活動や植林運動など地域の地球温暖化防止活動への参加・協力  など 

 

 

 

 これらの行動の実践は、ＳＤＧｓの１７のゴールのうち、次のゴールにつながります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜参 考＞ 

ゼロカーボンを巡る国内外の動き 

 

２０１５年  

  １１月 ＣＯＰ２１ パリ協定 

     ・ 世界共通の長期目標として、産業革命からの気温上昇を２℃未満に       

保つとともに、１．５℃に抑える努力を追求 
 

２０２０年  

   ３月 道による「ゼロカーボン北海道」表明 

・ ２０５０年までに温室効果ガス排出量を実質ゼロ 
 

  １０月 国によるカーボンニュートラル宣言 

・ ２０５０年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする脱炭素社会の        

実現を目指す 
 

２０２１年  

  １１月 ＣＯＰ２６ グラスゴー合意 

     ・ 世界共通の長期目標として気温上昇幅を１．５℃に抑える努力の追 

求を決意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


